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2015 年度の実験・研究中に発生した事故や怪我の発生状況、怪我の特徴等

を報告します。 
2015 年度の発生件数は計 17 件（2014 年度計：30 件）で、昨年度より減少して

います。理工系学部・研究科で研究室・実験室での安全管理の取り組みが進んで

いる証左と考えます。怪我の原因、症状は、薬品や器具によるやけどが 7 件、ガ

ラスや機械工具による怪我が 6 件、その他の怪我 4 件も含め、ほぼ軽微な事故・

怪我の状況でした。 

■2015 年度実験・研究中の事故・怪我の発生状況について 

 学部学科別に見ると、理工学部・理工

学研究科 8 件、生命学部・生命科学研

究科 5 件、薬学部・薬学研究科 3 件、

その他 1 件でした。 
 

月別に見ても、特定の月・時期では

なく年間を通じて様々な怪我が発生し

ていることがわかります。時期や季節に

かかわらず注意が必要です。 

グラフにはありませんが、怪我をした部位は手（指）が

12 件と全体の 7 割以上になります。怪我の多くは、必

要な保護具を着用するなど比較的簡単な対策で防ぐこ

とができるものと思われます。保護具の着用を徹底す

るようお願いします。 
 
 事故や怪我の多くは、怪我の治療のため保健セン

ターを訪問することにより把握できたものです。正確な

実態把握および再発防止に向けた取り組みを検討す

るため、実験中に事故が発生した場合は「事故発生時

の連絡票」を、事故に至らなくても危険を察知した場合

は「ヒヤリハット備忘録」をそれぞれ安全管理室宛に提

出いただくよう、ご協力をお願いします。  
（書式は安全管理室 HP に掲載しています）

実験室での飲食禁止について 

 「理系実験のための安全マニュアル」で、「実験室内は飲食厳禁」を謳い、各種安全講習会でも徹底を

図っていますが、研究室・実験室の安全巡視を行う中で、薬品が置かれた実験台の直ぐ横で飲食を行って

いる事例が散見されます。改善をお願いします。 
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■生命科学部、薬学部の基礎演習クラスで 

安全講習会を実施しています 

4 月から 5 月にかけて、生命科学部と薬学部のすべ

ての基礎演習クラスで理工系実験の安全管理と防火・

防災に関する安全講習会を実施しています。 
 

今後は内容の充実はもちろん、他学部への拡大も検

討しています。ご意見やご希望がありましたら安全管理

室までお知らせください。 
 

■理工系分野別安全講習会を開催しました 

3 月末から 4 月上旬にかけて、「安全管理室

ニュース」第 27 号でお知らせした分野別（①薬

品管理システム、②局所排気装置、③試薬、④

廃棄物処理、⑤高圧ガス、⑥液化窒素）の安全

講習会を各 2 回、計 12 回開催しました。今後

本格的に理系実験に携る皆さんは、講習で学

んだ内容を活かし、実験における安全管理に

努めて下さい。なお、液化窒素の利用者登録

（講習参加者に限る）は、所定様式を使い研究

室毎まとめて登録をお願います。 

九州地方での地震による被災状況が明らかになる中で、当日は

地震や火事の際の行動や日常の心構え、BKC における実験や廃

棄物処理のルール等を説明した後、野外で学生全員が消火器や

屋内消火栓を実際に使用する消火訓練を実施しています。 


